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1. 背景・目的
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【背景】

国際航空ネットワークにおいて、

従来：直行便による二国間の輸送を中心に議論・検討。

近年：第三国輸送（出発地及び到着地のいずれでもない第三国を経由する輸送）の拡大。

例：シンガポールから成田を経由したロサンゼルスへの旅客輸送。

・ 欧州とアジアとを中継する中東企業の台頭。

・ 航空会社間の提携による国際航空ネットワークの強化。

・ 乗継旅客の獲得を目指した新規航空会社の設立。

【目的】

空港及び航空会社における第三国輸送の取組、動向等の調査により、

国際航空ネットワークの変化による我が国の対応のあり方の検討に資する基礎資料を作成。



2．調査内容
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⚫本調査研究は2024～2025年度の2カ年で実施。

⚫1年目は、東アジア、中東地域から、国際ネットワークが特に充実している空港及び当該空港の主
要航空会社を調査対象として選定。

東アジア：首都圏空港がアジアの主要空港と激しい競争をしている中で、特に日本に隣接した地
域。

中東 ：自国の空港を大陸間移動の拠点とすべく、路線ネットワークを拡充し、乗継需要を積
極的に獲得してきた地域。

⚫調査対象の空港及び航空会社における第三国輸送の取組、動向等に関し、文献調査及びヒアリ
ング調査を実施。
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3．調査対象の選定：①空港

資料
㋐Annual World Airport 
Traffic Report 2020 Edition

㋑Megahubs 2024
㋒The World’s 5-Star 
Airports 2024

発行者
国際空港評議会（Airports 
Council International）

オフィシャル・アビエーション・ガイド
（Official Aviation Guide）

Skytrax

参照
項目

各空港別の2019年の年間国際線
旅客数

世界のメガハブ空港トップ50
（2024年8月2日の各空港におけ
る国際線の乗継可能な便の総数、
就航先都市数等を加味したランキン
グ）

最高ランクの5つ星ハブ空港としての
選出の有無

次の①～③の流れで調査対象の空港を選定。

① 資料㋐の年間国際線旅客数、資料㋑のランキングのそれぞれ上位25空港に対し、1位25点、
25位1点となるように1点刻みの得点を付与。

② ①で付与した得点の合計が30点以上の東アジア及び中東地域の空港を抽出。

③ ②で抽出した空港のうち、資料㋒にて5つ星ハブ空港と評価されている空港を優先。

韓国・仁川国際空港、トルコ・イスタンブール空港を選定。
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3．調査対象の選定：②航空会社

⚫ 空港の選定で用いた資料㋑Megahubs 2024には、各空港の主要な航空会社
（Dominant Carrier）が記載されている。調査対象空港では、

仁川国際空港 ：大韓航空
イスタンブール空港：ターキッシュエアラインズ

が該当する。

⚫ 第三国輸送のためには、経由地となる調査対象空港で、乗継ができるよう多くの航空便
を運航する必要があることから、これら２つを調査対象の航空会社として選定。



4．文献調査：①対象・整理方法
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⚫過去10年程度の第三国輸送に係る取組状況を、空港・航空会社のプレスリリース、中期経営計
画、航空系のニュースサイト等を用いて調査した。

⚫得られた第三国輸送に係る取組を次のように整理。
✓ 大区分（＝期待される効果）：「需要喚起」「供給量拡大」に大別
✓ 小区分（＝取組の類型）  ：空港6つ（空-①～⑥）、航空会社4つ（航-①～④）

空港の取組 需要喚起

供給量拡大

乗継の快適性の向上

空港の快適性の向上

航空会社への連携・インセンティブ

自社プロモーション

他空港との連携

空港整備

空-①

空-②

空-③

空-④

空-⑤

空-⑥

航空会社の取組 需要喚起

供給量拡大

空港の快適性の向上

乗継の快適性の向上

他航空会社との連携

自社便・路線の拡大

航-①

航-②

航-③

航-④

※需要喚起と供給量拡大の双方に効果をもたらす可能性がある取組も見受けられ、それらに関しては、特に合致すると考えられる大区分に結び付けた。
※「乗継の快適性の向上」は乗継客を対象とした取組、「空港の快適性の向上」は空港利用客全体を対象とした取組である。



4．文献調査：②結果（空港）
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大区分 小区分 主な取組内容

空-① 需要喚起 乗継の快適性の向上

• 乗継客を対象とした観光プログラムの開発・提供。関連する取組として、ビザの
緩和施策も実施。

• 乗継客を対象としたラウンジサービスの無料提供、飲食クーポンの提供等の空
港内でのサービス拡充。

空-② 需要喚起 空港の快適性の向上
• ホテル、免税店等の空港内施設及びサービスの拡充。
• 多言語対応等の旅客サポート、手続時間の短縮、自動化された出入国ゲー

ト等のサービスのデジタル化。

空-③ 需要喚起
航空会社への連携

・インセンティブ
• 航空会社と共同で、便数・就航先を拡充。
• 乗継旅客獲得のための費用支援、着陸料及び停留料の免除。

空-④ 需要喚起 自社プロモーション
• 海外の観光事業者に対するイベント開催、海外の地方行政機関との連携等

の海外でのマーケティング活動。

空-⑤ 需要喚起 他空港との連携 • 海外の空港と協定を締結し、共同マーケティング、顧客体験を改善。

空-⑥
供給量
拡大

空港整備
• 新ターミナルの開業、駐機スポットの拡大等。
• 到着ルートを管理するシステムの導入による管制能力の向上。

空港における取組では、
⚫ 乗継客を対象とした観光プログラム・ラウンジの提供等のサービスの拡充、多言語対応等があった。



4．文献調査：②結果（航空会社）
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大区分 小区分 主な取組内容・結果

航-① 需要喚起 空港の快適性の向上 • 新規ラウンジの開設、既存ラウンジの拡張等のラウンジサービスの拡充。

航-② 需要喚起 乗継の快適性の向上
• 乗継旅客を対象とした宿泊サービス、ツアープログラムの提供。
• 中国人乗継客に対し中国語に堪能なサポートスタッフが同行するなどの旅客サ

ポートサービスの提供、空港内手続の効率化（スルーチェックインサービス）。

航-③
供給量
拡大

他航空会社との連携
• コードシェア。
（※把握できた航空会社の取組全体の半数以上を占める。）

航-④
供給量
拡大

自社便・路線の拡大
• 便数・就航先の拡大、傘下のLCCブランドのネットワーク拡大も実施。
• 乗継専用便の運航、新機材の導入。

航空会社の取組では、
⚫コードシェア（共同運航便）を主とした他航空会社との連携が全体の半数以上を占めた。
⚫他に、宿泊サービス、ツアープログラムの提供、多言語対応等があった。
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5．ヒアリング調査：①項目

カテゴリ 項目 質問例

A.
文献調査で把握した各種取組

①取組内容 取組の具体的な内容はどのようなものか？

②背景・狙い
なぜその取組を始めたか？
どのような狙いがあったか？

③取組の成果 どのような成果があったか？

④苦労した点
取組の遂行において苦労したことは？
どのように克服したか？

⑤成功要因・実施できた要因
取組の成果がでた要因はなにか？
取組を実施できた要因はなにか？

⑥今後の拡充・改善予定 今後この取組を拡充又は改善する予定はあるか？

B.
第三国輸送に係る全般的な意向

⑦他の関係者への期待事項 航空会社・空港・業界団体に期待する事項はあるか？

⑧今後の展望や計画 今後どのような取組を行う予定か？

⚫ 文献調査の結果から、第三国輸送の推進に特に重点を置いている、我が国の参考となると考えら
れる取組を抽出し、項目①～⑥をヒアリング（項目①③⑤は重点項目）。

⚫ 第三国輸送に係る全般的な意向も確認した（項目⑦⑧）。
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5．ヒアリング調査：②対象者

調査先 実施日 ヒアリング対象者

仁川国際空港 2025年1月20日 仁川国際空港公社のA氏

大韓航空 2024年12月18日 大韓航空のB氏

イスタンブール空港 2025年1月23日 元イスタンブール・グランド・エアポート
※
のC氏

ターキッシュエアラインズ 2025年1月21日 元ターキッシュエアラインズのD氏

⚫ 第三国輸送の取組及び全般的な意向について、対象空港の空港運営会社及び対象航空会社
の次の４名にヒアリングを行った。

※イスタンブール空港の建設と25年間の運営を行うために設立された会社。



⚫ 空港へのヒアリング結果から、各種取組について、取組内容、取組の成果、成功要因・実施できた
要因の重点項目３つを小区分ごとに整理するとともに、全般的な意向についても整理した。

⚫ 旅客の増加、乗継の旅客の満足度向上等に繋がった取組が多い一方で、乗継との相性が悪く、
乗継の旅客の拡大に繋がらなかった取組も存在した。

5．ヒアリング調査：③結果（空港運営会社）
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質問項目 ヒアリング結果

取組内容
• 空港側が費用を負担して、ラウンジ無料利用券の配布。
• 観光公社等と協力し、空港から30分圏内にある医療機関で、健康診断及び歯科、美容その他の各種

治療を受けることができる乗継医療観光の推進。

取組の成果
• ラウンジ無料利用券は好評で、乗継満足度の向上に寄与。
• 施術等の時間が長い医療行為は、乗継との相性が悪く、乗継旅客拡大にあまり寄与せず。

成功要因・
実施できた要因

• 乗継旅客は、エコノミークラス利用者が多く、乗継時間をベンチ等で過ごすことが多いため、ラウンジの無料
利用券が効果的であったこと。ラウンジ利用券の費用を空港側が負担したこと。

• 協力先の戦略（医療観光の推進）との一致。

乗継の快適性の向上乗継の快適性の向上



5．ヒアリング調査：③結果（空港運営会社）
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質問項目 ヒアリング結果

取組内容
• 若者向けラウンジの開設。
• 中国人旅客向けのサービスの提供。
（専用チェックインエリア、中国語対応スタッフ、中国語案内表示、ソーシャルメディアの開設等）

取組の成果 • ターゲット層（若者、中国人）の旅客の獲得に寄与。

成功要因・
実施できた要因

• ラウンジ開設や言語表示など複数の取組を並行して進め、空港全体で利便性を向上させたこと。
• 航空会社・大使館との情報共有により、中国人旅客数及び搭乗便の状況を常に把握し、迅速な対応を

可能としたこと。

空港の快適性の向上空港の快適性の向上

質問項目 ヒアリング結果

取組内容 • LCC（ローコストキャリア）と連携し、新規路線を開設。

取組の成果 • 就航先の増加。就航先増加に伴うハブ空港としての広報材料。

成功要因・
実施できた要因

• LCCは航空ネットワークが弱いため、拡大に積極的であったこと。

航空会社への連携・インセンティブ航空会社への連携・インセンティブ



5．ヒアリング調査：③結果（空港運営会社）
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質問項目 ヒアリング結果

取組内容
• 海外の地方行政と連携したプロモーション及びマーケティング活動。
• 調査対象空港経由での旅行商品の増加を目的に、海外の観光業界に対する説明会を開催。

取組の成果
• 海外の地方空港及び調査対象空港双方の旅客の増加。
• 第三国輸送の増加に寄与。

成功要因・
実施できた要因

• 連携が進んでいるところとして、運営が民営化されている空港が挙げられる。
• 自国の知名度・認知度の向上により、空港を利用する旅客の増加に貢献。

自社プロモーション自社プロモーション

質問項目 ヒアリング結果

取組内容 • 海外（中国等）の空港との知見共有、共同マーケティング等を実施。

取組の成果 • 複数の中国航空会社の誘致に繋がり、中国人の旅客の獲得に寄与。

成功要因・
実施できた要因

• 調査対象空港を拠点とする航空会社と海外の航空会社との連携（コードシェア等）も、中国人旅客の
獲得につながる重要な要素。

他空港との連携他空港との連携



5．ヒアリング調査：③結果（空港運営会社）
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空港整備空港整備

質問項目 ヒアリング結果

取組内容

• データのリアルタイム共有により関係者間の意思決定を補助する枠組の設置。空港の効率性向上、混雑
解消を目的とし、管制機関、航空当局、航空会社等が主な関係者であり、他に、グラウンドハンドリング事
業者、税関等が関わる。

• 滑走路の追加、駐機容量の増加、超大型機への対応。

取組の成果
• フライトスケジュールの予測可能性及びスケジュールに沿った運航の増加、タキシング時間の減少等
• より多くの乗継旅客に対応可能。

成功要因・
実施できた要因

• 滑走路の追加等については、多額の投資。

質問項目 ヒアリング結果

航空会社への
期待事項

• 国内線の市場に限りがあることから、第三国輸送の旅客の誘致に注力すること。
• 米国等の主要航空会社に匹敵する機体数の確保、ネットワークの拡大。

今後の展望
・計画

• 国内線の売上規模、今後の人口減少を踏まえ、第三国輸送の旅客の維持・拡大。
• 地理的優位性を活かしたネットワークの拡大と、効率性の向上による更なるハブ空港化。

全般的な意向全般的な意向



5．ヒアリング調査：結果（航空会社）
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質問項目 ヒアリング結果

取組内容
• 第三国輸送の旅客を対象とした無料市内ツアー、無料宿泊サービスの提供。ビジネスクラス・エコノミークラ

スで内容を差別化。宿泊先は観光又は休息の希望に合わせ市内又は空港近辺から選択可能。
• 競合航空会社とのスルーチェックインサービス（最初の便の搭乗手続き時に乗継便の座席指定、搭乗券

の発行、最終目的地までの荷物の預かりに対応）の提供。

取組の成果
• 年間で、市内ツアーは約30万人、宿泊サービスは約20万人が利用。第三国輸送の旅客のうち、乗継時

間が長い旅客の獲得に効果的。ビジネスクラスの内容を充実させることにより、ビジネスクラスの利用を促進。
• オンライン旅行代理店利用により増加した、異なる航空会社間の乗継旅客の利便性向上に寄与

成功要因・
実施できた要因

• ツアー会社やホテル事業者への利点（広告機会、空室解消等）を提供することで安価に委託できたこと。
乗継時間の長い旅客にターゲットを絞り宣伝しすることで、費用対効果に寄与。

• 予約等を管理するシステムの類似性。

⚫ 航空会社へのヒアリング結果から、各種取組について、取組内容、取組の成果、成功要因・実施
できた要因の重点項目３点を小区分ごと※に整理し、全般的な意向についても整理した。

⚫ ターゲットを絞った取組が成果を上げていた。ビジネスクラスとエコノミークラスで内容を差別化するこ
とにより、ビジネスクラスの利用を促進した。

※小区分「他航空会社との連携」はコードシェアに関する取組が主となるため、小区分「空港の快適性の向上」は特筆すべき取組がなかったため、これら２つの小区
分の取組については、ヒアリングを実施しなかった

乗継の快適性の向上乗継の快適性の向上



5．ヒアリング調査：結果（航空会社）
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質問項目 ヒアリング結果

取組内容

• 国内地方空港と海外諸空港間の乗継の利便性向上のため、国際便として扱われる乗継専用便を運航。
• 保有機体数の増加及びネットワーク拡大の目標を設定。ボーイング社とエアバス社のバランス、経済的な機

材、短距離対応機と長距離対応機のバランスの３点を意識した調達。新規就航先は、第三国輸送の旅
客の獲得に繋がるかという観点で選定し、市場性や既存路線との乗継時間を確認。

取組の成果
• 乗継旅客の獲得に寄与。
• 2025年1月時点で、就航先が130国、約330か所あり、世界で最も就航先国の多い航空会社となって

いる。また、約500の機体を保有。

成功要因・
実施できた要因

• ネットワーク拡大については、周辺に約60以上の主要都市が存在するという地理的要因。

自社便・路線の拡大自社便・路線の拡大

質問項目 ヒアリング結果

空港への
期待事項

• 乗継利便性の更なる向上及びその広報。

今後の展望
・計画

• 発着枠の確保、海外航空会社との連携、ネットワークの拡大により、全世界を対象にした第三国輸送の
旅客の増加。

• ボーイング社の生産遅延等による航空機数の不足は課題。

全般的な意向全般的な意向



⚫ 第三国輸送の重要性を認識し、ハブ空港化及び第三国輸送の拡大を今後も進めていく意向
であった。

⚫ ラウンジサービスの無料提供、宿泊サービス及びツアープログラムの提供、航空会社及び地方
行政機関との連携等、様々な取組を実施し、第三国輸送の旅客増加に実際に繋げていた。

⚫ 乗継旅客のニーズ及び性質と取組内容との親和性があること。
⚫ 取組のターゲット層を明確にすること。
⚫ （相乗効果を狙い、）複数の取組を並行して実施すること。
⚫ 連携協力先として、意欲及び積極性のある機関、航空会社等を選定すること。
⚫ 連携協力先への利点の提供。
⚫ 海外の空港との協力を活用し、航空会社の誘致に繋げること。

6．まとめ
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第三国輸送に関する取組の実施状況第三国輸送に関する取組の実施状況

第三国輸送に対する認識及び意向第三国輸送に対する認識及び意向

第三国輸送に関する取組における留意事項第三国輸送に関する取組における留意事項


	既定のセクション
	スライド 1: 第三国輸送に着眼した航空旅客動態に関する調査研究
	スライド 2: 1. 背景・目的
	スライド 3
	スライド 4: 3．調査対象の選定：①空港
	スライド 5: 3．調査対象の選定：②航空会社
	スライド 6: 4．文献調査：①対象・整理方法
	スライド 7: 4．文献調査：②結果（空港）
	スライド 8: 4．文献調査：②結果（航空会社）
	スライド 9: 5．ヒアリング調査：①項目
	スライド 10: 5．ヒアリング調査：②対象者
	スライド 11: 5．ヒアリング調査：③結果（空港運営会社）
	スライド 12: 5．ヒアリング調査：③結果（空港運営会社）
	スライド 13: 5．ヒアリング調査：③結果（空港運営会社）
	スライド 14: 5．ヒアリング調査：③結果（空港運営会社）
	スライド 15: 5．ヒアリング調査：結果（航空会社）
	スライド 16: 5．ヒアリング調査：結果（航空会社）
	スライド 17: 6．まとめ


